
金
滞
古
蹟
志
巻
十

。
大
乗
寺
格
司
醤
地

貞
享
二
年
の
大
衆
寺
塔
司
東
光
院
高
安
軒
由
来
替
に
一
宮
ふ
。
雨
塔
司

共
大
衆
寺
境
内
に
有
v
之
成
、
境
内
手
狭
に
付
、
慶
長
六
年
よ
り
本
多

安
房
下
屋
敷
之
内
申
請
居
住
仕
る
。
と
あ
り
o
右
由
来
書
に
操
れ
ば
、

大
衆
寺
中
興
碑
K
.
元
和
年
中
移
昌
於
石
浦
地
吋
今
俗
田
昌
安
房
殿
町
一

と
載
せ
た
る
は
誤
り
怠
る
ぺ
し
。
慶
長
六
年
前
広
大
衆
寺
此
の
地
に

来
り
、
雨
塔
司
も
本
寺
の
境
内
に
建
立
せ
し
を
、
寺
地
狭
少
に
付
き
、

本
多
氏
下
邸
の
地
内
を
申
請
け
建
立
せ
し
も
の
也
。
共
の
遺
跡
は
鮮

か
た
ら
や
。

。

能

登

町

大
衆
寺
坂
下
の
横
町
に
て
、
古
来
能
登
町
と
呼
ぺ
り
o
但
し
三
筒
屋

版
の
六
用
集
に
は
、
本
行
寺
の
所
付
を
安
房
殿
町
と
載
せ
た
り
。
本

行
寺
に
は
、
古
来
石
浦
村
と
書
来
る
と
云
ふ
。
是
は
往
昔
共
の
村
地

た
る
ゆ
ゑ
た
り
。
或
は
云
ム
。
此
の
町
名
は
昔
何
の
能
登
と
い
ふ
入

居
た
り
。
故
に
能
登
町
と
呼
べ
り
と
。
乍
v
去
そ
の
捻
跡
も
注
〈
、
町

名
の
原
由
鮮
か
友
ら
や
。
今
は
中
本
多
町
一
番
丁
と
す
。

。
久
遠
山
本
行
寺

日
蓮
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
云
ふ
。
賞
寺
草
創
元
和
三
年
、

明
暦
二
年
間
四
月
廿
一
日

葛

巻

誠

人

殿

茨
木
右
衛
門
殿

按
宇
る
に
、
延
貨
の
金
海
闘
に
は
、
前
日
五
十
四
間
二
尺
、
東
側
三

十
三
問
、
西
側
四
十
問
、
後
a
地
七
十
七
聞
と
あ
り
て
‘
東
隣
は
大
衆

寺
と
あ
り
。
明
治
廿
=
一
年
五
月
十
二
日
夜
自
火
焼
亡
し
て
、
未
だ
再

建
せ
宇
。

。
本
行
寺
箸
塚

蛍
寺
九
世
養
諒
院
日
愈
の
墳
墓
に
て
、
境
内
に
あ
り
。
世
人
籍
塚
と

呼
ぺ
り
。
停
に
云
ふ
。
此
の
借
在
世
中
甚
だ
歯
痛
を
難
儀
し
、
之
が

錫
に
遂
に
越
化
す
。
平
常
法
華
経
を
蹟
踊
し
.
普
っ
て
回
〈
‘
我
若

し
死
せ
ば
必
や
諸
人
の
歯
痛
を
助
け
平
癒
せ
し
め
ん
と
。
享
保
七
年

境
内
に
経
爆
を
築
き
、
檀
頭
大
久
保
八
郎
左
衛
門
以
忠
石
神
を
建
立

せ
り
。
然
る
に
日
憲
は
、
貸
暦
三
年
六
月
十
三
日
遂
に
歯
痛
の
矯
め

遜
化
せ
し
に
、
則
ち
墳
墓
を
彼
の
経
塚
の
側
に
築
き
、
遺
骸
を
此
の

地
に
埋
葬
す
。
故
に
歯
痛
を
褒
ふ
る
入
会
去
に
参
指
し
‘
我
が
食
籍

を
ぽ
経
塚
の
前
に
立
て
之
を
祈
誓
す
る
に
、
そ
の
霊
験
い
ち
じ
る

し
。
依
り
て
世
人
彼
の
塚
を
ぽ
磐
塚
と
呼
べ
り
。
経
塚
の
碑
商
陀
左

金
滞
古
蹟
志
巻
十
二

ニ
O

本

--rr 
寺

京
都
寂
光
寺
二
代
目
織
建
立
。
日
海
は
本
因
坊
と
綿
し
‘
江
戸
に
罷

在
。
共
時
分
利
常
卿
へ
、
御
園
許
に
弟
子
笠
人
指
置
度
、
寺
地
拝
領

仕
度
皆
穆
v
願
底
.
則
被
昌
聞
召
上
一
利
常
卿
御
師
国
後
、
本
因
坊
並
静

子
本
照
坊
下
向
仕
、
共
旨
建
=
御
諒
-
候
一
蕗
、
則
御
披
へ
雨
借
共
被
昌
召

出
一
御
懇
之
御
意
を
以
、
寺
地
被
‘
下
皆
本
多
安
易
・
横
山
山
城
を
以

被
=
仰
出
一
・
本
多
安
易
よ
り
黄
金
武
枚
、
寺
池
立
之
助
力
と
し
て
本
照

坊
へ
被
v
階
、
建
立
之
上
本
行
寺
と
鋭
す
。
利
常
卿
・
光
高
卿
御
在
国

之
筒
、
毎
年
年
頭
に
本
照
坊
御
磁
申
上
云
々
。
按
宇
る
に
、
本
照
坊

は
名
を
日
至
と
云
ひ
、
蛍
寺
の
開
臨
に
て
、
明
勝
二
年
四
月
十
二
日

越
化
と
過
去
般
に
蛾
せ
た
り
。
明
勝
二
年
間
凶
月
寺
枇
邸
中
行
へ
出
し

た
る
書
付
一
遇
、
寺
中
に
僻
来
す
。

i》

拙
借
屋
敷
、
表
口
五
拾
七
閑
三
尺
、
裏
へ
五
拾
武
門
五
尺
。
但
屋
布

牟
分
は
山
拝
領
、
本
多
安
房
守
殿
下
屋
敷
脇
。

右
者
中
納
言
様
御
代
、
先
本
多
安
房
守
殿
・
横
山
山
城
守
殿
を
以
申

上
候
鹿
に
、
第
昌
御
意
元
和
三
年
拝
領
仕
候
。
共
時
分
之
御
屋
敷
奉
行

滋
野
将
監
殿
・
石
川
茂
平
殿
b
、
御
雨
殿
被
v
需
a
仰
渡
一
御
打
渡
被
v
成

候
。
右
之
隔
週
御
折
紙
、
子
v
今
所
持
仕
候
。
以
上
。

1
l
f
o
e
-
-
・
1
1
1
1
L
|

の
如
〈
彫
刻
す
。

南
無
妙
法
蓮
華
経
法
界
高
鑑

先
魁
要
法
院
日
限
居
士
百
閲
思
之
澗
建
昌
立
之
吋

省

事

保

七

壬

寅

九

月

大

久

保

以

忠

叉
日
憲
墳
墓
の
碑
商
に
は
左
の
如
く
彫
刻
す
。

蛍

山

養
簿
院
目
録
上
人

九

世
質
暦
第
三
突
酉
之
歳
六
月
十
三
日

右
爾
砕
石
並
び
あ
り
て
共
に
籍
塚
と
呼
ぴ
、
参
拝
人
常
陀
絶
え
歩
。

箸
・
香
撃
を
備
ふ
る
事
沿
ぴ
た
ど
し
。
金
津
市
中
の
一
脊
事
と
す
。

O
岩

問

屋

本
行
寺
の
上
・
な
る
庚
み
な
り
。
共
の
地
手
木
町
の
此
方
に
て
、
奮
務

中
は
本
多
氏
の
下
邸
た
り
し
を
‘
同
家
の
子
弟
を
愛
に
居
住
せ
し

め
、
共
の
居
宅
の
名
を
ぽ
世
人
岩
問
屋
と
呼
ぺ
り
。
そ
の
地
は
乎
木

町
の
漣
よ
り
思
案
橋
の
川
線
建
ま
で
を
囲
内
と
な
し
た
り
。
奮
停
に

-X
ふ
。
本
多
氏
の
元
組
安
易
守
政
重
の
頃
、
今
一
宮
ふ
拍
車
牛
右
衛
門

橋
の
遜
は
悉
く
本
多
氏
の
下
邸
地
内
友
り
し
故
に
、
共
の
頃
牛
右
衛

門
橋
越
に
下
邸
の
建
物
あ
り
。
共
の
地
は
も
と
岩
谷
牛
宿
衛
門
と

τ




